
前年度まで
の保険料
剰余金

９０億円
（０．６９％）

　　　　療養給付費等
　　　　　　対応分
　　　　１，３６８．５億円

※１　負担対象額とは、自己負担１割の被保険者の療養の給付等に要した費用の額（自己負担分除く）

※２　特定費用の額とは、自己負担３割の被保険者の療養の給付等に要した費用の額（自己負担分除く）

健康
診査
事業
等

対応
分

１１２．
５億円

療養の給付費等に要する費用 
（療養給付費 訪問看護費 移送費 高額療養費など） 

 
 ２年度合計  １兆２，８９４億円 

（９９．０１％） 
 
               

 支払基金交付金 
 (現役世代からの支援金) 

 
２年度合計 ５，４３８億円   

  （４１．７７％） 
 
 

負担対象額の     約４／１０ 
特定費用の額（※２）の約９／１０       

       

 国庫負担金 
  （高額医療費公費負担金含む） 

 
 

 ２年度合計 ３，０６７億円 
 （２３．５６％） 

 
 

負担対象額(※１)の３/１２、 
高額医療費公費負担 

埼玉県負担金 
 （高額医療費公 

費負担金含む） 

 
２年度合計 

１，０５８億円 

 （８．１２％)  
 負担対象額の 

１／１２、 
高額医療費 
公費負担 

市町村負担金 
 
 
 

２年度合計 
１，００５億円 
 (７．７２％) 

 
負担対象額の 

１／１２   

  
  

  保険料収納必要額 
   

２年度合計 
  １，４８１億円 

  (１１．３８％） 

   

（１） 平成２８年度及び平成２９年度の後期高齢者医療に要する費用額の合計 （１兆３，０２２億円） 

（２） 平成２８年度及び平成２９年度の後期高齢者医療費等に係る収入額の合計 （１兆３，０２２億円） 

 審査支払手数料等 
  ２年度合計 ２８．０億円 

     （０．２２％） 

 保健事業等に要する費用 
  ２年度合計 ５３．９億円 
     （０．４１％） 

 葬祭費 
  ２年度合計 ４３．０億円 
     （０．３３％） 

平成28年度・平成29年度の後期高齢者医療に係る費用額及び収入額（見込み） 

調整交付金 
 （国庫） 

 
 

２年度合計 
８６７億円 
 (６．６５％) 

  
  
  

 健康診査事業費補助金 
  ２年度合計１２．４億円 
      (０．０８ ％) 

 

【平均被保険者数見込】 
  

平成２８年度  ７８７，５９７人 

平成２９年度  ８２７，３８２人 

 特別高額医療費 
 共同事業拠出金 
  ２年度合計 ３．４億円 
     （０．０３％） 

 特別高額医療費 
 共同事業交付金 
  ２年度合計 ３．４億円 
      (０．０３ ％) 

     

        【保険料率】 
 均等割額・・・ ４２，０７０円 

 所得割率・・・   ８．３４％ 
  
 １人当たり保険料額 

 （軽減前）・・ ９２，４６９円 

 （軽減後）・・ ７４，０２１円 

 

 保険料賦課総額 
    １，４９３億円 

（保険料収納必要額を保険料収納率で除す） 
 
 〈内訳〉 
  均等割総額   ６７９億円 
  所得割総額   ８１４億円 
   

区　分 平成26・27年度 剰余金を活用しない場合
保険料率改定案

（剰余金90億円活用）

均等割額 42,440円 上昇 44,630円 上昇抑制 42,070円

所得割率 8.29% 8.95% 8.34%

1人当たり保険料額（軽減前） 92,525円 98,087円 92,469円

1人当たり保険料額（軽減後） 74,149円 78,469円 74,021円

(+5,562円） （▲ 56円）

(+4,320円） （▲ 128円）

(+2,190円） （▲ 370円）

(+0.66ﾎﾟｲﾝﾄ） (+0.05ﾎﾟｲﾝﾄ）

１，５７１億円 

【 現行との比較 】 

№５




